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IHEの開発プロセス
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IHE委員会:
統合プロファイル

IHE委員会
DICOM/HL7等で記述

IHEテクニカル
フレームワーク

ベンダが
各製品に実装

コネクタソン

IHEソリューションを
デモ、教育

医療機関のRFP

サイクル

ベンダの
技術

異質な情報システムを
含んで、複雑で問題の
多い処理を有する

医療機関

Connect + Marathon
システム接続試験会

異質な情報システムを
含んで、複雑で問題の
多い処理を有する
医療機関

IHEプロセス



コネクタソンの概要
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コネクタソンの実施概要

Connect+ Marathon
参加ベンダ全社・全システムの合同接続テスト

1対1の相互接続性の確認

一連のワークフローでの接続確認。事前に専用
のツールによるテスト通過が必要。

すべてのベンダにオープン。

公用語は日本語

コネクタソンの結果の公表

→ これが「星取表」
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コネクタソンの歩み

コネクタソン２００８の予定

ベンダーワークショップ１： ２００８年５月１４日（水）

ベンダーワークショップ２： ２００８年７月１６日（水）

コネクタソン： ２００８年１０月２７日（月）～３１日（金）

場所： 東京都内

848467674848323217171111SystemsSystems
414136362323202017171111VendersVenders

200720072006200620052005200420042003200320022002YearYear

コネクタソン参加社/システム数の推移
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星取得の条件

申請した統合プロファイル・アクタの
組み合わせから、指定されたテストシ
ナリオを参加者同士で実施する。こ
の接続が確認できれば合格

他社の3システムと接続すること



コネクタソンの結果
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【IHE-J 2007 コネクタソン 結果表】
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コネクタソンの結果表の見方（その１）
領域名領域名

取得した星取得した星

統合プロファイル名統合プロファイル名

アクタ名アクタ名

ベ
ン
ダ
名

ベ
ン
ダ
名



IHE-J Workshop in Yamagata 2008

12

National Institute of Radiological Sciences・ MUKAI Masami

コネクタソン２００７の対象となった領域（ドメイ
ン）と統合プロファイル

放射線(Radiology)
SWF/ PIR/ CPI/ ARI/ SINR/ ED/ KIN/ NMI/
PDI/ MAMMO/ RWF/ XDS-I

臨床検査(Laboratory)
LBL/ LDA/ LTW 

循環器(Cardiology)
CATH/ ECG / ECHO/ ED-CARD/ STRESS

IT基盤技術(IT Infrastructure)
ATNA/ CT/  PAM/ PDQ/ XDS

コネクタソンの結果表の見方（その２）
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結果表を見るときの注意点

年度ごとに接続試験方法が異なる場合がある。
参照するテクニカルフレームワーク文書のVersion
利用しているHL7のVersion

等

星をとったメーカーが、その機能をもった「製
品」を販売しているとは限らない。



その他の公開情報
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【統合宣言書】

※メーカが、製品ごとに作成し、公開する。
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END

日本IHE協会

http://www.ihehttp://www.ihe--j.orgj.org

IHE（北米）

http://http://www.ihe.netwww.ihe.net

最新情報はこちらから、、、


